
第
五
節

　
近
　

　
代

一
、

明
治

時

代

（
一
）

　
民
政
局
と
ヤ
ー
ヤ
ー
の
発
生

　
柳
津

の
信
仰
の
中
心
、
柳
津
虚
空
蔵
堂

(菊
光
堂
)
に
弾
丸
を
打
ち
こ
ん
だ

会
津
戊
辰
戦
争
も
、
明
治
元
年
九
月
二
十
三
日
に
会
津
藩
が
降
伏
し
て
終
わ
り

を
告
げ
た
。

滝谷 川の やな場(滝 谷)　 魚猟は生計の重要な手段 だった。

江戸 時代 の産業 ・紙 す き(野 老沢)













年
度
)
、農
業
構
造
改
善
事
業
計
画
地
域
の
指
定

(
昭
和
四
十
三
年
度
～
同
四
十

六
年
度
)
、山
村
振
興
地
域
計
画
指
定

(第

一
次
昭
和
四
十
三
年
度

・
第
二
次
同

五
十
年
度
)
、
過
疎
地
域
指
定

(
昭
和
四
十
五
年
度
)
、第

一
次
林
業
構
造
改
善
事

業
の
指
定

(昭
和
四
十
四
年
～
同
四
十
七
年
)、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の

指
定

(昭
和
五
十

一
年
～
同
五
十
四
年
)、
野
菜
指
定
産
地

(
昭
和
四
十
五
年

度
)
、
農
村
地
域

工
業
導
入
地
区

(昭
和
四
十
八
年
度
)
な
ど
の
各
種

の
指
定

に
よ
る
振
興
事
業
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
結
果
は

「合
併
二

十
年

の
歩
み
」
に
示
さ
れ
た
と
お
り
着
々
と
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

農
業
で
は
、
生
活
基
盤
を
確
立
す

る
た
め
の
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
の

細
八
地
区

の
大
規
模
な
耕
地
改
良
、
戦
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
郷
戸
原
の
戦

後
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
、
上
田

・
藤

・
石
坂

・
大
成
沢

・
猪
鼻
な
ど
に
み

ら
れ
る
小
団
地
的
耕
地
改
良
な
ど
に
よ

っ
て
、
水
田
耕
作
面
積
の
拡
張
と
、
そ

れ
に
伴
う
機
械
化
導
入
、
集
団
的
葉
煙
草
栽
培
の
実
施
な
ど
に
大
き
な
前
進
を

み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
水
田
耕
作
の
ほ
か
に
最
近
の
農
家
経
営
に
お
け
る
葉
煙

草
栽
培

の
占
め
る
位
置
は
極
め
て
大
き
く
、
か
っ
て
の
明
治

・
大
正
期
に
お
け

る
人
参
栽
培
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年

(
一
九
六
五
)
の
葉
煙
草
耕

作
者
数
は
二
六
八
人
、
収
量

一
六
三
、
〇
三
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
収
納
代
金
七
〇

三
七
万
余

円

の
そ
れ
は
、

昭
和
三
十
八
年
度

(
一
九
七
三
)
に
お
け
る
収
量

二
〇
万
五
、
八
八

一
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
収
納
代
金

一
億
九
、
五
二
四
万
余
円
に

も
達
し

て
、
大
き
な
農
家
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
葉
煙
草
収
納
代

金
二
〇
〇
万
円
を
突
破
し
た
新
村

の
長
谷
川
盛
義
氏
の
農
地
集
団
化
、
高
森

.

大
平
地
区

の
高
原
大
根
栽
培
、
昭
和
四
十

九
年
県
知
事
表
彰
に
輝
い
た
細
越
地

区
小
団
地
化
に
よ
る
葉
煙
草
栽
培
な
ど
、
基
盤
整
備
の
成
果
が
み
ら
れ
る
の
は

喜
ば
し
い
。
ま
た
、
広
大
な
森
林
を
造
成
す
る
森
林
育
成
及
び
林
道
開
発
が
着

着
と
進
展
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
に
価
し
、
そ
の
未
来
は
明
る
い
。

　
例
え
ば
、
四
十
三
年
か
ら
第

一
次
林
業
構
造
改
善
計
画
地
域
の
指
定
を
受
け

た
わ
が
柳
津
町
は
、
林
野
の
高
度
利
用
を
計
画
し
町
民
の
所
得
増
大
を
は
か
り

将
来
農
林
業
で
自
立
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
か
ら
三
か
年

計
画
で
整
備
を
進
め
て
き
た
。
昭
和
五
十

一
年

か
ら
は
そ
の
第
二
次
振
興
事
業

に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

一
方
、
柳
津
本
町
は
柳
津
バ
イ
パ
ス
の
完
成
、
銀
山
川
周
辺
嵩
上
工
事
完
成

な
ど
に
よ

っ
て
、
商
店
街
も
面
目
を

一
新
し
近
代
的
な
観
光

へ
の
町
と
脱
皮
し

た
。
特
に
嵩
上
工
事
の
完
成
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
柳
津
本
町
に
と

っ
て
大
き

な
水
害
防
災

へ
の
期
待
が
あ
る
。

　

ま
た
、
文
化
活
動
と
し
て
は
会
津
俳
壇
の
雄

「瓢
吟
社
」
の
活
動
が
あ
る
。

同
社
は
、
戦
前
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
)
に
結
成
さ
れ
た

「柳
津
吟
社
」
の
系

譜
を
も
と
に
戦
後
二
十
三
年

(
一
九
四
八
)
に
新
時
代

へ
の
文
化
活
動
を
め
ざ

し
て
い
る
。
主
宰
長
谷
川
杜
月
氏
を
中
心
と
し
た
そ
の
活
動
は
、
同
三
十

一
年

(
一
九
五
六
)
俳
誌

『寒
椿
』
を
創
刊
す
る
と
と
も
に
創
作
活
動
を
展
開
し
、

三
十
八
年

(
一
九
六
三
)
に
は
全
会
津
俳
句
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
同

人
渡
部
柳
春
氏
の

『盆
地
唱
和
」
に
よ
る
県
文
学
賞
受
賞

(昭
和
四
十
年
度
)

小
島
柳
水
氏
の

『盆
地
無
音
』
に
よ
る
同
奨
励
賞
受
賞

(昭
和
四
十
三
年
度
)

を
な
し
と
げ
て
い
る
。
な
お
円
蔵
寺
境
内
、
奥
之
院
弁
天
堂
地
内
、
瑞
光
寺
公

園
地
内
の
句
碑
建
立
な
ど
を
通
し
て
町
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
今



な
お
月
例
会
を
催
し
て
研
鑚
を
高
め
そ

の
健
在
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
け
だ
し

県
内
に

「柳
津
瓢
吟
社
あ
り
」
と
す
る
由
縁
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
初
代
合
併
柳
津
町
長
と
し
て
名
町
長

の
名
を
馳
せ
た
笠
間
恵
氏
の
胸

像
が
柳
津
町
有
志
の
手
に
よ

っ
て
昭
和
三
十
年

(
一
九
五
五
)
三
月
、
柳
津
町

役
場
前
に
建
立
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
永
く
讃
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
同
氏
は
、

二
十
五
年
に
文
部
大
臣
よ
り
教
育
功
労
章
、
三
十
年
に
自
治
大
臣
よ
り
自
治
功

労
章
、
三
十
五
年
に
国
務
大
臣
よ
り
社
会
福
祉
功
労
賞
、
二
十
九
年
及
び
三
十

一
年
に
は
水
産
庁
長
官
よ
り
内
水
面
功
労
章
等
の
表
彰
を
受
け
、
他
に
福
島
県

知
事
よ
り
三
回
に
わ
た
る
自
治
功
労
章
、
全
国
町
村
会
よ
り
の
自
治
功
労
章
、

福
島
県
教
育
委
員
会
よ
り
教
育
功
労
章
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
金
色
有
功
章
授

与
等
、
数
々
の
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
昭
和
四
十
五
年

(
一
九
七
〇
)
に
は

勲
四
等
瑞
宝
章
の
叙
勲
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
島
県
町
村
会
長
ほ
か
数
多
く
の
行
政
役
職
を
歴
任
し
、
現
在
は
福

島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
、
同
公
害
審
査
会
委
員
、
同
内
水
面
管
理
委
員
会
会

長
代
理
、
同
司
法
保
護
司
選
考
会
委
員

な
ど
を
務
め
て
今
な
お
活
発
な
活
動
を

示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
笠
間
氏
夫
妻

は
天
皇
陛
下
拝
謁

の
栄
も
受
け
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
七
年

(
一
九
六
二
)
五
畳
敷
出
身

の
酒
井
三
良
画
伯
は
、
第
四
十

七
回
院
展
出
品
作
品

「
か
ま
く
ら
」
に
よ

っ
て
文
部
大
臣
賞
を
受
け
て
い
る
。

酒
井
画
伯
は
処
女
作

「
雪
に
埋
れ
つ
つ
正
月
は
ゆ
く
」
か
ら
出
発
し
て
、
院
展

初
入
選
作

「災
神
を
焼
く
残
雪
の
夜
」

か
ら
最
大
の
傑
作
(「福
島
県
史
」)
と
い

わ
れ
た
大
正
末
院
展
の

「
南
島
所
見
」
四
部
作
を
経
て
、
本
格
的
日
本
画
タ
ブ

ロ
ー
と
称
さ
れ

(『福
島
県
史
』
)
こ
の
文
部
大
臣
受
賞
作
品

「
か
ま
く
ら
」
に

至

っ
て
い
る
。
同
画
伯
は
日
本
画
の
伝
統
に
忠
実
で
し
か
も
自
然
主
義
に
徹
し

た
画
家
と
い
わ
れ
、
現
代
の
第

一
人
者
と
し
て
そ
の
評
価
は
高
い
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
八
年

(
一
九
七
三
)
に
は
、
大
成
沢
出
身

の
日
本
大
学

総
長
鈴
木
勝
氏
の
勲

一
等
瑞
宝
章
授
与
を
記
念
す
る
同
氏
の
顕
彰
碑
が
、
大
成

沢
下
原
地
区
の
公
園
に
建
立
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
郷
土
の
生
ん
だ
偉
人
鈴

木
勝
氏
を
永
く
讃
え
る
と
と
も
に
、
同
氏
の
名
に
ち
な
ん
で
こ
の
地
を

「博
勝

公
園
」
と
命
名
し
て
い
る
。
ま
た
四
十
九
年
に
は
同
氏
が
柳
津
町
名
誉
町
民
第

一
号
と
な

っ
て
い
る
。

　
四
十
九
年
に
は
母
が
柳
津
町
門
前
町
出
身
の
た
め
に
、幼
少
時
代
を
柳
津

の
地

で
過
し
た
政
治
学
者
小
室
直
樹
氏
は
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の

「
日
本

の
選
択
」

に
応
募
し
た

『危
機
の
構
造
』
を
入
賞
さ
せ
て
い
る

(賞
金
百
万
円
)。　
ま
た

柳
津
中
学
校
は
県
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
に
両
沼
代
表
と
し
て
参
加
し
、
前
年
度
銀

賞
入
賞
に
引
き
続
き
こ
の
年
金
賞
入
賞

の
栄
誉
を
得
た

(指
導
者
斎
藤
サ
イ
子

教
諭
)。

　
さ
ら
に
こ
の
年
、
永
年
に
わ
た

っ
て
地
味
な
活
動
を
進
め
て
き
た
柳
津
婦
人

会
が
優
良
婦
人
団
体
と
し
て
県
表
彰
を
受
け
た
。
ま
た
柳
津
町
岩
坂
町
の
金
坂

富
雄
氏
の
微
細
彫
刻
の
優
れ
た
技
法
は
著
名
で
あ
る
が
、
同
氏
は
ア
メ
リ
ヵ
合

衆
国
シ
カ
ゴ
市

の
国
際
彫
刻
博
物
館
に
銀
否
の
殻
中
に
嵌
入
し
た
七
福
人
の
微

細
彫
刻
を
寄
贈
し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
同
館
の
名
誉
会
員
の
栄
誉
を
受

け
て
い
る
。
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（
六
）

　
未
来
柳
津
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
昭
和
四
十
六
年

(
一
九
七

一
)

わ
が
柳
津
町
は
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

圏
内
の

一
員
と
し
て
そ
の
圏
内
に
入
り
、
新
し
い
広
域
自
治
行
政
時
代
を
迎
え

る
よ
う
に
な

っ
た
。
広
域
消
防
の
設
置
な
ど
も
そ
の

一
例
で
あ
る
が
、
交
通
通

信

の
飛
躍
的
発
展
に
伴
な
い
、
ま
す
ま
す
拡
大
さ
れ
る
社
会

の
現
象
は
強
ま
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
柳
津
町
の
未
来

の
ビ
ジ

ョ
ン
と
も
い
う
べ
き

『
柳
津
町

振
興
計
画
基
本
構
想
』
を
樹
立
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
四
十
七
年

(
一
九
七

二
)
か
ら
二
か
年
間
、
町
振
興
計
画
協
議
会
に
よ
る
基
本
構
想
の
作
成
と
な
り

町
長

へ
の
答
申
が
四
十
八
年
六
月

に
な
さ
れ
た
。

　

『柳
津
町
振
興
計
画
基
本
構
想
』
は
、
昭
和
六
十
年

へ
向
か
っ
て
の

『豊
か

で
住
み
よ
い
町
』
と
す
る
た
め
の
指
針
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
柳
津
町
を

魅
力
あ
る
生
産
と
生
活
の
場
に
開

発
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
つ
ぎ
の
三
点
を

骨
格
と
し
て
い
る
。

　

一
、
発
展
障
害
条
件

の
克
服

　

二
、
未
利
用
資
源
の
積
極
的
な
活
用

　
三
、
新
時
代
に
即
応
し
た
住
民
パ
ワ
ー
の
結
集

　
昭
和
五
十
年

(
一
九
七
五
)
わ
が
柳
津
町
は
合
併
二
十
周
年
を
迎
え
た
。
折

り
か
ら
の
日
本
全
体
に
う
ず
ま
く
不
景
気
の
中
で
、
祝
賀
と
前
進
の
願
い
を
こ

め
た
式
典
が
簡
素
に
と
り
行
わ
れ
た
。
同
時
に

『柳
津
町
民
憲
章
』
も
制
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
わ
が
柳
津
の
町
の
木
が

「柳
」、
町
の
花
が

「桐
」
、
町
の
鳥
が

「
う
ぐ
い
す
」
と
な
り
、
町
に
返
還
さ
れ
た

「
つ
き
み
が
丘
」
に
建
設
さ
れ
る

予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

「
つ
き
み
が
丘
町
民
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

　

老
人
が
願
う
、
若
者
が
願
う
、
子
ど
も
が
願
う

『豊
か
で
住
み
よ
い
町
、
柳

津
』
そ
れ
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
町
作
り
の
た
め
に
、
柳
津
町

一
人
、

一
人
の
住

民
が
、
こ
の
二
十
周
年
記
念
を
も
と
に
結
集
し
合

い
、

一
歩
、

一
歩
着
実
に
歩

も
う
で
は
な
い
か
。
輝
く
未
来
の
理
想
を
め
ざ
し
て
、
さ
あ
、
柳
津
の
大
地
に

足
を
ふ
ま
え
よ
う
。


